
所在地

選定方法

中間 年間

仕様書・事業計画書どおり
の人員配置がなされている
か。

A A
書類

聞き取り

事業計画書に則した職員研
修が実施されているか。

A A 聞き取り

指定管理業務の全部、又は
主たる業務を再委託してい
ないか。(届出済みの業務委
託部分は除く）

A A
書類

聞き取り

仕様書等に基づき適正に維
持管理業務が実施されてい
るか。

A A 書類

整理整頓・清掃がなされてお
り、植栽等についても美観を
損なっていないか。

A A 書類

法定保守点検について、点
検内容、時期等が法令基準
に基づき実施されているか。

A A
書類

聞き取り

保守点検において、異常が
認められていた場合、また、
修繕が必要な箇所が見つ
かった場合、適切な処置が
実施されたか。

A A 書類

備品等に過不足がなく、適
正に管理されているか。

A A 現地

ホームページなどで積極的
に情報提供が行われている
か。

A A 現地

特定の利用者を優遇したり、
法令に基づく手続を経ること
なく、利用を制限している事
例はないか。

A A 聞き取り

利用者に対して満足度につ
いて調査(アンケート・意見箱
の設置等)を行ったか。

A A
書類

聞き取り

苦情・トラブルに対し、適切・
迅速に対応しているか。

A A 聞き取り

緊急時の連絡体制は整って
いるか。避難訓練等は実施
されているか。

A A 聞き取り

リスクに応じた保険等に加入
しているか。

A A 書類

令和７年度指定管理者モニタリング評価表

施 設 名 　千里浜宿泊施設 　羽咋市千里浜町タ１番地２６

指 定 管 理 者 　株式会社エムアンドエムサービス

住 所 　京都府亀岡市本梅町平松泥ヶ渕1-1（京都　烟河内）  　公募

指 定 期 間  令和２年４月１日　 ～ 　令和１２年３月３１日

指 定 管 理 料 　０千円　（令和７年度決算額）　歳入：２４，１６６千円

評 価 担 当 課 　商工観光課

年度重点目標
 羽咋市観光拠点として、市民と観光客に愛される施設。
 滞在型観光の推進、観光情報発信の強化、世界農業遺産などの地域資源を活用した周辺の活性
化。

評　　　価

R8.3月末現在54名（社員11名、アルバイ
ト・パート43名）

法人の研修プログラムで計画的に実施。
（役職に応じた研修：基本的に年2回）※
新採職員は半年に1回の研修コースを受
講。

1

評価する内容の詳細 備　　考

再委託届出済（14業務）

月次報告でも毎月確認（R7.4月分～R8.3
月分までの月例報告済）

館内清掃、植栽剪定、芝刈（自動芝刈機
2台）※シルバー人材センターに毎日3～4
時間業務依頼

電気、温泉、レジオネラ、空気環境、水
質、害虫、建築物定期調査等実施済

逐次対応（50万円未満は業者修繕）
※R7：客室エアコン、ロビー冷蔵庫、浴槽
排水ポンプ、スマートテレビ（ラウンジ）、
厨房ボイラー、玄関自動ドア

設備投資（室内テレビ13台、ラウンジス
マートテレビ1台、洋室ソファベッド6台を
更新）

HP（6月に一新）、SNS（インスタ）、OTA
（オンライントラベルエージェント）、ふるさ
と納税活用。

事例なし

個別対応のほか、利用者アンケート結果
を本社で集約し、CS会議に諮ることで全
社挙げてサービス方針に反映できないか
検討。

自社で対応できることは速やかに対応。
市と調整が必要な場合、月例報告で共有
し計画的に対応するよう努めている。

LINEアプリなどを活用（一斉配信）。
自主消防・避難訓練を実施。

賠償責任保険（旅館特約）に加入・管理。

確認方法評価項目

2

3

4

職員配置などの
実施体制

施設、設備及び
備品の維持管理
の状況

サービス向上へ
の取組状況
（アンケート調査に
よる意見及び対応
は項目9に）

防犯・防災対策
の取組状況

様式１



中間 年間

5
個人情報保護の
措置状況

個人情報は適正に管理され
ているか。

A A 聞き取り

団体のその他の事業との区
分を明確にし、適正に経理
処理が実施されているか。

A A 聞き取り

収支計画書と大きな隔たり
はないか。ある場合は、その
原因は何か。

S S
書類

聞き取り

料金等の収入が適正に得ら
れているか。著しい増減があ
る場合は、その原因は何
か。

S S
書類

聞き取り

7 施設利用状況

施設の利用が十分に行われ
ているか。利用者数、施設稼
働率等に著しい増減がある
場合は、その原因は何か。

A A
書類

聞き取り

8
市への報告体制
の確保

月例報告・実績報告・その他
必要な報告が適切に提出さ
れているか。

A A 書類

9
アンケート調査
意見及び対応

10
今後、検討・調整
が必要な事項

11 今後の管理方針

中間評価 令和６年度 令和５年度

A A A

評　　　価

主に顧客システムで管理（ペーパーレス、
クラウド化）し、IDによるPC制限を設け、
パスワードにより管理。

本社で、ちりはまホテルゆ華分を区分し
管理。

備　　考

宿泊プランに係るニーズも多様化しており、RVパーク（快適に安心して車中泊ができる場所）に関する
ニーズが増えていることから、駐車場の一区画に車内へ電気を引き込むための電源スポットを設置
し、車中泊を組み合わせた新たな宿泊プランを造成した。このほか、令和８年度には、新たな魅力づく
りとして、宿泊者がたき火を楽しむことができる演出も予定している。このように、利用者からのニーズ
の傾向を絶えず把握しながら、宿泊プランの醸成・発信を図り、利用満足度の向上につなげていく。
また、能登半島地震の経験を教訓とし、SNSを活用した情報共有体制を整え、日頃より緊急時の対応
をスタッフに周知。速やかに防災・災害対応ができるよう努める。

年間評価

A

能登観光に訪れるさまざまな世代から人
気で、そのニーズを受け止める宿泊施設
として年間の過去最高売上を計上。特
に、風呂と食事が好評でリピーターも多
い。本館離れに整備されている露店風呂
付のハイグレード宿泊プランをはじめ、本
館の通常宿泊についても高稼働であっ
た。月別でも昨対比で高い稼働率を維持
し、利用料収入は右肩上がりで増加して
いる。（詳細は別紙2）

同上

奥能登地域が完全に復興するまでは、本
市の宿泊施設に、ある程度、利用者が集
中することも影響していると考えられる。
併せて、インターネットサイト経由で人気
宿泊施設として評価され、上位に表示さ
れるようになり、また選ばれる好循環が
生まれていると推察される。

毎月15日までに報告有。

前年度からスタートした「ウェルカムドリンク」（利用者がロビーで自由にドリンクバーを利用できるサー
ビス）は引き続き好評を得ている。アンケートからも特段大きな苦情やトラブルの声は上がっておら
ず、総じて、おもてなしが好評であることがうかがえる。ただし、Wi－Fi環境に不満を感じる声が一定数
あったため、専門事業者に調査を依頼した結果、各客室内にアクセスポイントを増設して解消できるこ
とが判明。令和8年度上期に、館内のインターネット環境を再整備し解消を図る予定。

評価する内容の詳細 確認方法

総合評価

評価項目

6
経理の執行管理
状況

照明のLED化、各設備の老朽化などの施設整備に係る課題があり、改善するには、いずれも相応の
費用が想定されるため、計画的に対応していく必要がある。差し当たって、令和8年度中に施設全面
のLED化工事を予定。



【所管課】
【施設名】

１．利用者について（宿泊者数含む） （単位：人）

今年度
利用者数

前年度
利用者数

差引 増減率

上半期（　４月～９月） 11,169 11,100 69 0.6%

下半期（１０月～３月） 11,340 10,075 1,265 12.6%

計 22,509 21,175 1,334 6.3%

差引増減数が大きい理由（増減
率±10％以上の場合記入）

２．宿泊者について （単位：人）

今年度
宿泊者数

前年度
宿泊者数

差引 増減率

上半期（　４月～９月） 8,747 8,178 569 7.0%

下半期（１０月～３月） 8,256 7,023 1,233 17.6%

計 17,003 15,201 1,802 11.9%

差引増減数が大きい理由（増減
率±10％以上の場合記入）

３．使用料又は利用料について （単位：千円）

今年度
使用料又は利用料

前年度
使用料又は利用料 差引 増減率

上半期（　４月～９月） 173,151 159,981 13,170 8.2%

下半期（１０月～３月） 183,791 149,489 34,302 22.9%

計 356,942 309,470 47,472 15.3%

差引増減数が大きい理由（増減
率±10％以上の場合記入）

千里浜宿泊施設

Ｒ６年度１月休館１４日間あり

Ｒ６年度１月休館１４日間あり

【別紙１】指定管理者制度施設の利用者数及び収入額について

【注意点】

１．各施設ごとに記入してください。
２．差引増減数及び増減額が大きい場合は理由を記入してください。
３．表が足りない場合は、表又はシートをコピーしてください。

商工観光課


